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�虹梁の上に設置された桝組

�桝組の上に設置されたヒバ材の桁�桁の間に設置されたカブラ形の太平束

�厚さ 0.3 ㎜の銅板で５段葺きされる軒付け1丸柱の曲線に合わせて取り付けられる化粧貫

2土壁の骨組みとなる小舞竹3向拝唐破風の破風板

�虹梁に設置される木鼻5隅木に取り付けられた茅負

6向拝の破風板に取り付けられた裏甲7茅負に連結された桔木（手前）

8大屋根の反りに合わせて取り付けられた野垂木9軒付けの頂上に取り付けられた鬼板を乗せる鬼座

⓾向拝唐破風の箕甲垂木⓫千鳥破風の桁に連結された前包

4向拝唐破風の飛檐垂木
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